
■復元と復興■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 428号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ご挨拶とお誘い 

 

先週のご挨拶 

お待ちかね、6/24NHKでドラマ「やさしい猫」始まりました。 

オーバーステイという不法行為を正当化する怪しからん番組として、放映前から大炎上してるらしいですが、

問題作であることは間違いありませんので、是非ご覧ください。 

（全 5回、毎週土曜日 22時 NHK総合 1ch） 

6/25(日)は名栗の森オーナーシップクラブの活動日に、笑恵館オーナーの田名さんが参加してくださいました。 

6/26(月)は、伊豆から JTさんが見えて、日本土地資源協会にご入会！ 

本日 20 時よりのオンラインミーティングで、JT さんのプロジェクトをご紹介しますので、参加希望の方はご

連絡ください。 

・ 

今週のご案内 

今週から、笑恵館で交流イベントいろいろスタートします。 

まず毎週火曜日は、「笑恵館 deプール」と題し、10-15時の間、僕のプールをデッキで広げて開放します。 

対象年齢は、0歳～101歳にしましたが、皆さん自己責任で死なないようにお願いいたします！ 

そして、毎月第 4 木曜は、「笑恵館 de シネマ」と題し、みんなで映画を観ながらワイワイガヤガヤおしゃべり

する会を開催します。 

朝の部：10 時～、夜の部：19 時～の 2 部制で、参加者のリクエストに応えながら、好きな配信動画を楽しみま

しょう。 

ちなみに、今週 6/29はお試し開催で、朝の部：老後の資金、夜の部：ＰＬＡＮ７５の予定です。 

 



 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：復元と復興 

 

先日、「地主の学校・読解ゼミ」メンバーの若者たちが、久しぶりに集まることになり、仕事帰りに集まりやす

いのは渋谷だろうと意見がまとまった。 

そこで僕は、学生時代＝50 年前に通ったなじみの店を紹介したくなり、彼らをディープでレトロな夜の渋谷に

誘った。 

まずは百軒店の中ほどにある「名曲喫茶ライオン(1925 年～)」に集まり、20 時には道玄坂小路にある「麗郷

(1955 年～)」で台湾料理を堪能し、食後は百軒店に舞い戻り、老舗ロック喫茶「B･Y･G(1969 年～)」で飲み直

した。 

渋谷と言えば、駅を中心に変貌し続ける「ずっと工事中のまち」の印象が強いし、周囲を見渡せば今や都心部

は巨大な再開発プロジェクトだらけと言っていい。 

なのに、僕にとって魅力を感じる開発は一つも見当たらず、都心部の行きたくない場所リストは増えるばかり。 

今回歩いたレトロな渋谷こそが、僕を中学生のころからずっと魅了し続けてきた「渋谷」であることに、改め

て気が付いた。 

・ 

また一方で、「なぜ僕は新しい開発に惹かれないのだろう」と疑問も感じる。 

国内外に関わらず、僕が行ってみたいと思うのは歴史を刻む古い町ばかりだ。 

先日もお気に入り番組の「世界ふれあい街歩き」で紹介する「ドイツのニュルンベルグ」に魅了され、仕事を

サボって見入ってしまった。 

歴史的町並みはもちろんのこと、ここで繰り広げられた歴史ドラマは数知れない。 

だが、何よりも驚いたのは、ここが「第 2次大戦で廃墟と化した街の忠実な復元」ということだ。 

世界遺産にも登録されたポーランドの「ワルシャワ」が、復元された都市として有名だが、僕たちはヨーロッ

パの多くの都市が「戦禍からの復元都市」であることを忘れがちだ。 

そんな復元都市がほとんど見当たらない日本の方が、むしろ世界では珍しいのかもしれない。 

・ 

もちろんわが国でも、復元が行われないわけではない。 

縄文時代や弥生時代、古墳時代の復元施設は各地に存在するし、織田信長に焼き討ちされた朝倉家の一条谷で

も、見事な復元が進んでいる。 

でも、これらは考古学的研究の対象として保存されるに過ぎず、そこで生活が営まれたり、地域社会が存在す

る訳では無い。 

つまり、復元とは「有る時代（時点）の状態を再現すること」なので、過去であれば自由に選択して再現でき

るはず。 

その時代を覗きたいだけなら復元展示すればいいのだが、その時代に戻って社会を作り直したいと願うのが復

元都市に違いない。 

戦争にまい進する以前のニュルンベルグに戻すことで、戦争をしない未来としての現在を生み出そうという意

思を感じる。 

・ 

日本の地域社会に復元都市は見当たらないが、復興都市はたくさんある。 

辞書によれば、復元は「古代の住居や生物など、今は失われたものの姿を再現すること。」、復興は「地域の建



物や経済、文化が、以前の勢いを取り戻すこと。」とあるが、両者には致命的な違いがある。 

それは、前者がある時点での「姿」であるのに対し、後者が「勢い」であること。 

「姿」であれば、手間さえかければ再現できるが、「勢い」を再現するのは難しい。 

「復興計画」や「復興支援」など、復興に関する様々な言葉が飛び交っているものの、それが実現した事例は

滅多にない。 

いや、正確に言えば、目指すべき復興の姿を具体的に描いたビジョンすら、あまり見たことが無いのが実情だ。 

そもそも実現の姿を具体化せずに、実現できるはずがなく、むしろその成否を曖昧にするために、役立ってい

る始末だ。 

その意味で言えば、復元は過去の再現なので、極めて明確なビジョンを持つし、むしろ明確なビジョン無くし

て復元は不可能だと言えるだろう。 

・ 

だとすれば、渋谷をはじめとする「新たな再開発」は、一体何なのか。 

具体的な設計図に基づいて施工されているのだから、ビジョン通りに実現するだろう。 

だが、完成予想図に描かれているのは、人々が集い、商売が繁盛する成功のイメージに過ぎず、その実現はも

ちろんのこと継続の確証はない。 

それに対し、復元の対象となる時代や社会は、かつて存在した事実であり、実績だ。 

その上、その未来や破たんへの道筋まで、全てが検証可能であり、少なくとも同じ失敗を防ぐ道のイメージを

誰もが共有できるかも知れない。 

たとえ、新たな再開発プランが失敗経験に基づいていても、その実現が失敗以前の現状より良くなる保証はな

い。 

新しいとは、そういう未知のことを示すのだから仕方ない。 

・ 

いずれにせよ、元の状態に戻すのは、それが目指すべき道筋の途中だったから。 

僕の目指す「継続の道」では、失敗が「道から外れること」で、成功は「道を外さず歩み続けること」だ。 

道から外れてしまった時、「外れてしまった所（時点）まで後戻りする」のが復元で、「後戻りせずに近道を建

設する」のが新たな再開発だと僕は思う。 

復元と開発は確かに逆方向に進むことだが、どちらも同じ、外れてしまった進むべき道に戻ることを目指して

いる。 

一見逆のことは、互いを否定しているのでなく、選択肢に過ぎない。 

「元の状態に戻す（復元）」か、「戻すのでなく別の状況を作る（再開発）」かの違いは、「知ってるところ」と

「知らない所」のどちらを新たなスタート地点とするかという問題だ。 

僕が知ってるところからスタートしたいのは、臆病だからでもあるけれど、「知らない未知」より「知ってるそ

の先の未知」を知りたいからかもしれない。 

 

https://nanoni.co.jp/20230626/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週の動向＋今後の予定（下記以外はすべて空いてます） 

【凡例】◎：要連絡、〇：要申込、×：一般参加不可 

 

■今週の動向 



（火）06/27 なのに（世田谷）作業日 

   交流◎：10-15時 笑恵館 deプール（笑恵館） 

 会議〇：20-21時 LR定例会議_4火（オンライン） 

（水）06/28 なのに（各所）作業日 

（木）06/29 なのに（世田谷）作業日 

   交流◎：10-12時 笑恵館 deシネマ_朝（笑恵館） 

 会議×：10-12時 Sさん MTG（笑恵館） 

   交流◎：19-21時 笑恵館 deシネマ_夜（笑恵館） 

（金）06/30 なのに（横浜）作業日 

 会議×：10-12時 いづみ PJT幹事会（いづみ） 

 会議×：12-15時 KHさん MTG（いづみ） 

（土）07/01 なのに（世田谷）作業日 

 交流◎：09-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

 交流×：18-20時 住人食事会_4土（笑恵館） 

（日）07/02 なのに（世田谷）作業日 

   会議×：10-12時 山中さん（笑恵館） 

（月）07/03 なのに（各所）作業日 

 

■今後の予定 

07/08 交流◎：13-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

07/08 会議×：12-14時 RYUSENプロジェクト_2土（オンライン） 

07/09 会議×：10-12時 100smiles定例会_2日（いづみ） 

07/09 交流◎：12-18時 いづみ交流会_2日（いづみ） 

07/11 会議〇：20-21時 LR定例会議_2火（オンライン） 

07/13 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

07/15 会議〇：10-12時 八島花文化財団理事 MTG_3土（オンライン） 

07/17 会議〇：14-15時 きぬた女子会 MTG_3月（笑恵館） 

07/20 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

07/20 交流◎：18-20時 持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 

07/20 会議〇：20-22時 AR・Qミーティング_3木（オンライン） 

07/23 交流〇：10-14時 名栗の森 OSC例会_4日（飯能） 

07/25 会議〇：20-21時 LR定例会議_4火（オンライン） 

07/27 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

08/02-05 視察：長岡花火-秋田竿灯-五所川原立佞武多-伊豆沼はす祭り 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 



https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅： 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 

一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

特手非営利活動法人 HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://www.localrepubliclabo.com/ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


